
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

核家族化、高齢化している現状では一人ひとりが家事とは無縁でいられません。しかしまだまだ、家事は女性の

仕事との考えが根強くあります。男性の家事参加時間は大変少なく、働いている多くの女性は仕事も家事もこなさ

ざるを得ません。夫と妻、親と子、家庭で皆がそれぞれできる家事は何でしょうか。女性が家事との思い込みにと

らわれず、まずは話し合ってみませんか。 

炊事、洗濯、掃除など家事は誰もが、生きていく上で必要なものです。1980年頃には、妻が専業主婦で家事を

する所帯が共働き所帯の約2倍でしたが、その後２０００年頃には同数になり、現在では共働き所帯が専業主婦所帯

の約１.４倍になりました。皆さんの家では、だれがどんな家事をしているでしょうか。 

 

 

 

誰がどんな家事をしていますか？？  

 

おーいお茶、風呂、飯 
夫は仕事、私は専業主婦。当然のように
家事や夫の世話は私がすべてやって来
た。夫は何にもできないし、しない。私
の教育が悪かったのかしら～ 
もしも、夫がひとりになったら、子ども
達も困るので、自分の事は自分で出来る
ようになってほしい。  60 代 女 

 

やりがいママ 
夫婦共働き、夫は毎日仕事で帰宅が遅く、 
  子どもの世話や家事全般は私の役目。 
   仕事から帰ってきて、食事の用意、 
   子どもの体操服の洗濯、明日の料理 
   の下ごしらえと、子どもを寝かしつ 
   けるまでフル回転。仕事は面白いし、 
   続けたいのはもちろんだけど、この 
   ままではきついなぁ。 40 代 女 

自分の事は自分で 
僕の方が朝早く仕事に行く時は、僕と妻の弁当を
作ってます。父は何もしない人だったけど、僕は
自分の事は何で 
もやってきた。        何でもできる方 
結婚してからも        がするのは当た 
家事に限らず、        り前だと思う。 
                30 代 男 

僕は主夫 
定年退職後、現在は週に 3 日のアルバイトをしていま
す。妻が仕事で、僕が仕事のない日は夕食の準備や買い
物は僕の担当、妻が片づけをします。来客時は二人で料
理、週末は二人で掃除も。       
男は外で稼いでくるのが当然と思っ       60 
ていたので抵抗があったけれど、         代  
最近は自分で「主夫です」と言います       男    

がんばってやったのに 
将来に備えて通い始めた男性料理教室。習った料理
を家でつくってみたら、｢ちょっと味がねぇ」「食器 
      をちゃんとすすいで」と妻からの駄目 
       だしでがっくり。妻は批判ばかりし 
       ないで、ちゃんと｢美味しい!｣の一言 
       が聞きたい。  70 代 男 

 

彼は亭主関白？？ 
３人の子どもの世話とパートで忙しい
毎日。結婚当初は私が働いていなかった
ので家事はすべて私が。今も、彼は日曜
日に、家にいても何にもしないでゴロゴ
ロ。「なんで私だけが日曜日も掃除、食
事の用意で休みがないの」と言ったら、
「しんどいなら、仕事辞めてもいいよ」
だって。 30 代 女 

 

家事はだれがするの？ 



三木市女性消防団員「みっきいファイヤー」を訪ねて 

 

 

        
 

 三木市の女性消防団員は現在3名。平成24年4月1日に三木市消防団本部付消

防団員として三木市消防団長から任命を受けました。 

 3年前に自由が丘の自主防災組織の中に、消防隊が結成された時、「女性の消

防団員組織を作ろうと思うので是非」と誘われ、もともと近所で友人だった3人

で「地域の役に立つ事なら」と入団されました。三木市としては、女性の明るい

イメージを活かし、市民から親しまれる消防団を形成する事で活性化し、防災力 

強化を図る目的がありました。3名の団員はそれぞれ中・高生を持つお母さん。 

パートの仕事をしながら活動されています。 

 活動内容は、消防団行事の司会進行や運営支援、文化祭等での防火・防災についての PR 活動などで、3人そ

れぞれの得意分野を活かして役割分担し、チームワーク良く楽しく活動されています。また、上級救命講習を受

講して、万が一の大災害時の救護に備え、日頃から技術を磨いておられます。今後の課題は何といっても人数が

少ない事。「すべてがこれから！」とご自身達を鼓舞されていました。 

 阪神淡路大震災より20年の節目、何が起こるか分からないからこそ日頃から防災の意識をしっかり持つ事が

大切。その為にも「みっきぃファイヤー」の皆さんのご活躍を応援したいと思います。 

男女共同参画セミナー案内 

  男女共同参画センター登録グループ 

みず.（どっと）みきず企画講座 

｢女性の元気であったかな街に｣ 

講師 よさこい恋(れん)灯(ともしび) 

リーダー 東根紀代子さん 

日時 2月28日（土）13:30～1５:30 

会場 教育センター ４F 

定員 50名（申込要・先着順） 

参加費 300円 

一時保育有り（無料・要予約） 

* 軽い体操後、お茶・お菓子で一服 

兵庫県男女共同参画推進員 

北播磨 お・りーぶ 企画講座 

 「これからの高齢者介護」 

  講師 川邉久美子さん 

     藤本淳子さん 

日時 3月8日（日）13:30～15:30 

 会場 教育センター ４Ｆ 

 定員 30名（申込要・先着） 

 一時保育有り（無料・要予約） 

 

各種相談一人で悩まずご相談ください 申込問合は こらぼーよ TEL 89-2331    

 

  

 

  

 

 

  

 

  

 

三木市男女共同参画センター  

 （ 愛称こらぼーよ  ） 

 三木市立教育センター３階 

三木市福井 1933－12 

  神鉄恵比須駅から徒歩１０分 

   市役所前バス停からすぐ 

TEL&FAX  0794-89-2331  

 開館時間 9：00～17：00  
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女性のための相談室  

毎週 火・木１０：００～16：00 

電話相談・面接相談（予約制） 

女性問題相談員が女性の立場に立ち、問 

題解決に向かえるようサポートします。 

 

女性のための弁護士相談 

  毎月 第 4 水 １3：3０～16:30 

電話相談・面接相談（予約制） 

配偶者や恋人からの暴力によるトラブ

ルやストーカー被害等。事前面談あ

り。 
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＊編集後記＊ 

震災から 20 年。あらためて

命・絆・防災の大切さに思いいた

ります。毎日を丁寧に生きていき

たいですね。     （おき） 

           

企画編集： 

情報誌こらぼーよ編集グループ 

発 行： 

左から松井、生田、田中さん 


